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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年11月期第2四半期の業績（平成22年12月1日～平成23年5月31日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円         ％ 百万円          ％ 百万円          ％ 百万円          ％

23年 11月期第2四半期 3,221  △20.9 34  △62.6 40  △63.9 2  △94.2
22年 11月期第2四半期 4,073  11.8 91   177.0 111  △16.7 40  △25.3

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 11月期第2四半期 0.53 －  
22年 11月期第2四半期 9.11 －  

 
（２）財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 11月期第2四半期 5,739 2,722 47.4 618.09
22年 11月期 6,455 2,749 42.6 619.79

(参考)自己資本 23年11月期第2四半期         2,722百万円 22年11月期        2,749百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 11月期 － 5.00 － 5.00 10.00   
23年 11月期 － 5.00    

23年 11月期(予想)   － 5.00 10.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年11月期の業績予想（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円       ％ 百万円       ％ 百万円       ％ 百万円       ％ 円   銭

通  期 6,750   － 100 334.8 130  47.7 50  66.7 11.31

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、

表示方法等の変更の有無となります。 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年11月期2Ｑ 5,289,900株 22年11月期 5,289,900株

② 期末自己株式数 23年11月期2Ｑ 885,367株 22年11月期 853,371株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年11月期2Ｑ 4,420,317株 22年11月期2Ｑ 4,495,446株

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注意事項） 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信
（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

①業績の状況 

 当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長に牽引され、企業収益や設備投資に持ち直し

の動きが見られたものの、雇用・所得環境は依然として厳しい状況にあります。さらに、平成23年３月11日に発

生した東日本大震災が、企業の生産活動の低下や電力供給不足の懸念等により、景気回復の見通しは、ますます

不透明さを増す状況となっております。 

 建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましても、公共投資関連予算の見直し、民間企業の低調な設備

投資の中、依然として厳しい状況が続いておりますが、震災復興に対する予算の重点配分等の政府主導による復

興対策が予想される中、不透明な状況で推移しました。 

 こうした状況の中、当第２四半期会計期間の経営成績につきましては、中期経営方針に基づき、受注の拡大と

コスト縮減に全社員で取り組みました結果、売上高は27億45百万円（前年同四半期会計期間売上高は33億27百万

円）、営業利益３億64百万円（前年同四半期会計期間は営業利益４億13百万円）、経常利益３億67百万円（前年

同四半期会計期間は経常利益４億24百万円）、四半期純利益２億44百万円（前年同四半期会計期間は四半期純利

益２億40百万円）となりました。 

 また、当第２四半期累計期間の業績につきましては、震災発生後において官公庁等からの要請を受けて災害調

査や災害復旧支援に精力的に取り組んだ結果、受注高32億41百万円（前年同期比13.2%増）となりました。しか

しながら、前期からの繰越高が低水準であったことに伴い、売上高は32億21百万円（前年同四半期累計期間売上

高は40億73百万円）、営業利益は34百万円（前年同四半期累計期間は営業利益91百万円）、経常利益40百万円

（前年同四半期累計期間は経常利益１億11百万円）、四半期純利益２百万円（前年同四半期累計期間は四半期純

利益40百万円）となりました。 

 平成23年３月11日に発生した「東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）」により被災されました皆様には、謹

んでお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

 当社は、震災発生直後に「災害対策本部」を設け、国・地方自治体・民間からの依頼に応じ、緊急点検業務等

の被害状況調査等に対応してまいりました。 

 また、平成23年７月１日には、「震災復興本部」を設置し、今後も各方面からの調査依頼に対し、全社一丸と

なり、全力で当社の蓄積した技術と経験を生かし、出来うる限りの支援をし、一日でも早い復興の一助となるよ

う取り組んでまいります。 

  

②第２四半期会計期間の季節的変動 

 当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上

高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。 

     

（２）財政状態に関する定性的情報 

 資産、負債及び純資産の状況 

 （資産） 

資産合計は、前事業年度末に比べ７億15百万円減少し、57億円となりました。その主な増減内訳は、現金及

び預金の増加１億９百万円、完成調査未収入金の減少８億６百万円等であります。 

（負債） 

負債合計は、前事業年度末に比べ６億88百万円減少し、30億16百万円となりました。その主な増減内訳は、

短期借入金の減少４億円、長期借入金の減少50百万円、調査未払金の減少３億41百万円、未成調査受入金の増

加77百万円等があったことによるものであります。 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べ27百万円減少し、27億22百万円となりました。その主な増減内訳は、利

益剰余金の減少19百万円、自己株式△16百万円、その他有価証券評価差額金の増加９百万円等があったことに

よるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

  平成23年１月19日付に公表いたしました平成23年11月期第２四半期累計期間の業績予想を修正しております。

詳細につきましては、本日（平成23年７月13日）別途開示しております「業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご覧ください。なお、通期業績予想については変更ありません。 

  業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められたため、前事業年度末の貸倒実績

率等の合理的な基準を使用する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に

著しい変化が認められた場合に、前事業年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当

該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

①税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要  

資産除去債務に関する会計基準等の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年3月31日)及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日)を適用しており

ます。 

 なお、これによる影響はありません。 

  

  

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 253,576 144,550

受取手形 59,278 32,530

完成調査未収入金 1,211,329 2,017,838

未成調査支出金 890,284 898,601

材料貯蔵品 3,192 2,362

繰延税金資産 13,163 13,163

その他 56,638 90,100

貸倒引当金 △3,703 △6,014

流動資産合計 2,483,760 3,193,133

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 635,984 648,241

機械及び装置（純額） 93,142 113,194

土地 1,472,382 1,472,382

その他（純額） 113,031 108,331

有形固定資産合計 2,314,541 2,342,149

無形固定資産 82,705 75,208

投資その他の資産   

投資有価証券 347,480 334,122

繰延税金資産 159,678 163,989

その他 376,336 371,959

貸倒引当金 △25,249 △25,369

投資その他の資産合計 858,245 844,701

固定資産合計 3,255,491 3,262,060

資産合計 5,739,252 6,455,194

負債の部   

流動負債   

調査未払金 226,724 567,946

短期借入金 1,500,000 1,900,000

1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 48,251 －

未成調査受入金 250,416 172,719

その他 163,447 160,830

流動負債合計 2,288,840 2,901,496

固定負債   

長期借入金 150,000 200,000

退職給付引当金 431,578 432,714

その他 146,449 171,252
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年11月30日) 

固定負債合計 728,028 803,967

負債合計 3,016,868 3,705,463

純資産の部   

株主資本   

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 1,597,865 1,617,683

自己株式 △528,822 △512,246

株主資本合計 2,715,353 2,751,747

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7,030 △2,017

評価・換算差額等合計 7,030 △2,017

純資産合計 2,722,383 2,749,730

負債純資産合計 5,739,252 6,455,194
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 4,073,459 3,221,119

売上原価 3,031,067 2,314,135

売上総利益 1,042,392 906,984

販売費及び一般管理費 951,086 872,852

営業利益 91,305 34,131

営業外収益   

受取利息 635 331

受取配当金 1,335 1,456

受取手数料 9,508 13,822

固定資産賃貸料 37,973 21,708

その他 2,039 2,124

営業外収益合計 51,491 39,443

営業外費用   

支払利息 14,359 15,282

退職給付費用 15,064 14,794

その他 1,914 3,294

営業外費用合計 31,339 33,371

経常利益 111,457 40,203

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,399 2,429

特別利益合計 1,399 2,429

特別損失   

投資有価証券評価損 3,520 －

固定資産除却損 － 69

特別損失合計 3,520 69

税引前四半期純利益 109,337 42,564

法人税等 68,400 40,200

四半期純利益 40,937 2,364
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

-7-

川崎地質㈱（４６７３）　平成23年11月期第２四半期決算短信（非連結）




